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【 きびしい残暑、待ち遠しい秋！】 

９月に入り、朝夕は時折爽やかな風が吹き、秋の気配を感じるようになってきましたが、 

日中はまだまだ残暑が厳しい日々が続いています。 

 さて、夏休み明けで何となく慌ただしい前期後半ですが、今後は落ち着いた雰囲気の 

中で学校生活に取り組むことが最優先です。特に、３年生はいよいよ進路選択の時期が 

迫っています。過ごしやすい季節になってきたこの時期を有意義なものにしましょう。 

 
【８月２７日（木）３・４校時 ３年生 思春期健康教室を実施！】  
 ・講師【助産師】折田様・宮尾様 

 <目的> 

① 二次性徴によって生じる、心と体の変化について学び、成長に対する戸惑いを解消する。 

② 成長発達の個人差を尊重し、自他を傷つけない。 

③ 性情報についての社会的適応力を身に着ける。 

④ 同性や異性との交際、よりよい人間関係のあり方について学ぶ。 

  <内容> 北九州市子ども家庭局子育て支援課「思春期保健健康教室」の標準プログラムをベースに実施。 

 <指導項目>⒈自分のからだのこと  <指導内容>〇男性と女性の違い、変化が起こる仕組み 

                       〇思春期は大切な時期であるということ 

 <指導項目>⒉男性の性(男子別室)  <指導内容>〇男子を対象にした体の話 

       女性の性(女子別室)       〇女子を対象にした体の話 

 <指導項目>⒊いのちについて    <指導内容>〇いのちはつながっている 

                       〇男女が親しくなる１２段階 

                       〇今どうあるべきかを考えよう 

 

【８月２８日（金） 性の健康と権利に関する教育を実施！】 

 〇講師 福岡県性暴力対策アドバイザー 中村 百合香 様 

〇４校時→１年生 ５校時→２年生 ６校時→３年生  

<講義のねらい> 

性に関することを含め、自分も他者も尊重するあり方を知り、具体的な場面で、性暴力とならない人と

の接し方を選択することができる。また、性暴力についての理解を深めることで、被害に遭った場合でも、

暴力の責任は加害者にあり、身を守ったり支援を求めたりしていいと思える。さらに、被害に遭った人に

とってさらにつらい状況にならないよう基本的な配慮をしようとする。 

<到達目標> 性暴力は権利の侵害であることを知る。 

① 性暴力の背景を知る。 

⑴ 「女らしさ」「男らしさ」がどのように押しつけられているかを探る。 

⑵ 対等な関係について考える。 

⑶ 「境界線」をこえるときの確認（同意）を知る。 

② 性暴力の事例を知る。 

③ 信頼できる大人（先生、保護者、相談機関等）や友達に相談することの大切さや、相談先（学校内

の相談体制や外部の相談機関）を知る。 
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